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　岩竹重城組合長は、酪農ヘルパー事業円滑化推
進委員会を招集し、委員 13 名の内 11 名が出席し
た。委員長の互選では、大上浩也氏を選任し、大
上委員長の議事進行のもと審議を行った。

協議1　委員長の選任
▼出席委員の互選により大上浩也氏を選任した。

【委員名と人数 13 名】� （敬称略）
氏　　名 所属等

岩 竹　 重 城  広酪代表理事組合長
鈴 木　 道 弘  広酪代表理事専務
温 泉 川 寛 明  委員（広酪生産委員）
大 上　 浩 也  委員（広酪生産委員）
柿 原　 徳 則  委員（広酪総務委員）
三 浦 貴 美 子  委員（広酪総務委員）
田 邊　 輝 之  委員
西 原　 嘉 一  委員
新 舎　 和 久  委員
渡 辺　 和 裕  委員
東 方 田 了 一  委員（酪農ヘルパー員）
長 尾　 慶 太  委員（酪農ヘルパー員）
村 田　 陽 一  委員（酪農ヘルパー員）

協議2　�酪農ヘルパー傷病時派遣日数の
　　　　制限設定
　組合員から「特定の利用者が 180 日の限度日数
を超えて、別の傷病理由によって利用し続けるこ
とは、定期利用者の利用に支障をきたす」との意
見を受けて検討を行った。
　酪農ヘルパー員の内から選出された委員の一人
からは「傷病利用によって定期利用者の不利益、
ヘルパー員の苦労を考慮して、傷病利用制度は廃
止すべき」との意見もある中で、多数の委員から
は「酪農家の傷病時対応は不可欠」であるとの意見
が占め、「傷病互助利用による傷病利用日数を設

けてはどうか」との提案があった。
　この期間は、医師による病状観察は 3か月を目
途とされる状況にあって、90 日を一つの目安と
して、傷病利用日数は 180 日を限度とする。利用
開始日から 90 日迄の期間は補助金対象として取
り扱い、残る 180 日に達する迄の期間の利用料金
は定期利用料金とする方向の意見を纏め、酪農ヘ
ルパー調整会議での意見を聴き理事会に諮ること
を適当とした。

協議3　�酪農ヘルパー事業運営規程第11条
の｢出役基準｣見直し

　酪農ヘルパー員から出役基準見直しを求める要
望を受けて、前回の委員会で組合長が諮問し、そ
の結果をもって生産委員会、理事会で協議を進め
てきた。しかし、その結果を「酪農ヘルパー調整
会議」に報告したところ、酪農ヘルパー員からは
管理頭数が増え、労働負担が大きいとして、見直
しを求める意見があったことから、理事会ではヘ
ルパー員の同意が得られないことを理由に保留と
していた。審議の結果では「現状維持」が妥当と意
見をまとめた。今後の理事会に付議する予定。

▼現行の「出役基準」（搾乳牛頭数の出役基準）

区　分 出役人員
 搾乳牛頭数 15 頭未満 1 人
 15 頭以上 40 頭まで 2 人
 41 頭以上は、概ね 20 頭増すごとに、1 人を増員する

▼提案の「出役基準」（出役基準を経産牛頭数とする）

区  分 出役人員 経産牛 育成・哺
育牛

合計管理
頭数

搾乳牛頭数
15 頭未満 1 人 18 頭以下 9 頭以下 27 頭以下

搾乳牛頭数
15 頭 以 上 
40 頭まで

2 人 18 頭 ~
48 頭

10 頭 ~
24 頭

28 頭 ~
72 頭

41 頭以上は、概ね 20
頭 増 す ご と に、1 人
を増員する

49 頭 ~ 25 頭 ~

74 頭~は、
36 頭 増 す
ご と に 1
名 を 増 員
する

【報告事項】
1　酪農ヘルパー事業の利用実績等
2　�酪農ヘルパー円滑化対策事業終了に伴う保管
対策

「大上浩也氏」委員長に選任
傷病時利用日数の在り方を検討
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会
議
だ
よ
り

協
議
一　

理
事
辞
任
届
け
の
受
理
と

役
員
執
行
体
制

▼
河
上
康
則
理
事
か
ら
病
気
療
養
を
要
す
る

と
し
て
、「
理
事
辞
任
届
」が
提
出
さ
れ
、
こ

の
受
理
に
つ
い
て
、
理
事
会
と
し
て
八
月
一

日
付
け
で
辞
任
を
認
め
、
以
後
の
役
員
執
行

体
制
で
は
、
次
期
通
常
総
会
迄
は
欠
員
の
ま

ま
と
し
、
次
期
通
常
総
会
に
補
欠
選
任
を
諮

る
こ
と
と
し
た
。

協
議
二　

㈱
東
酪
か
ら
の

取
締
役
就
任
要
請
に
か
か
る
選
任

▼
㈱
東
酪
か
ら
取
締
役
一
名
の
就
任
要
請
を

受
け
、
岩
竹
重
城
氏
の
推
薦
を
決
定
し
た
。

▼
推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、
広
酪
の
扱
う
飼
料

配
送
業
務
に
加
え
、
去
る
八
月
一
日
か
ら
は

羽
須
美
運
送
㈲
か
ら
の
集
乳
業
務
撤
退
の
意

向
を
受
け
て
の
集
乳
業
務
の
受
託
、
今
秋
か

ら
着
手
す
る
飼
料
イ
ネ
の
刈
取
作
業
等
の
業

務
委
託
を
含
め
、
今
後
更
に
組
合
と
の
業
務

連
携
が
深
ま
る
点
を
鑑
み
、
同
社
の
経
営
状

況
の
把
握
と
執
行
に
深
く
関
与
し
、
組
合
員

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
主
眼
を
置
き
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。

協
議
三　

新
規
参
入
「
緊
急
集
乳
業
務

委
託
者
」に
対
す
る
「
業
務
継
続
安
定

金
」の
差
入
れ
対
応
等

▼
五
月
三
十
日
、
羽
須
美
運
送
㈲
か
ら
七
月

末
日
を
も
っ
て
「
集
送
乳
事
業
撤
退
」の
通

告
を
受
け
た
。

▼
広
酪
で
は
集
乳
業
務
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
が
無
い
よ
う
、
中
国
生
乳
販
連
等
の
関
係

団
体
と
の
協
議
を
進
め
㈱
東
酪
を
選
定
し

た
。

▼
去
る
八
月
一
日
か
ら
は
羽
須
美
運
送
㈲

の
集
乳
業
務
を
引
き
継
い
だ 

㈱
東
酪
に
は
、

■
「
広
酪
発
足
二
十
周
年
記
念
行
事
」開
催
決
定

■
「
Ｍ
I
L
K
●
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

in 

ひ
ろ
し
ま
2
0
1
4
」実
行
委
員
会
設
立
決
定

■
「
３
Ｍ
事
業
26
」第
一
次
受
付
分
事
業
着
手
決
定

　
理
事
十
名（
二
名
欠
席
）、
監
事
四
名

の
出
席
の
も
と
、
次
の
九
つ
の
事
項
を

協
議
し
決
定
し
た
。

円
滑
な
業
務
移
管
を
考
慮
し
、
羽
須
美
運
送

㈲
の
集
乳
運
転
手
や
集
乳
車
両
を
引
き
継
ぐ

緊
急
の
対
応
に
尽
力
頂
き
、
支
障
な
く
集
乳

業
務
の
移
行
が
出
来
た
。

▼
し
か
し
、
羽
須
美
運
送
㈲
か
ら
の
集
乳
車

両
の
買
取
価
格
等
の
譲
渡
条
件
が
高
額
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
業
務
移
管
後
の
過
渡
期

に
お
い
て
臨
時
的
支
出
を
要
す
る
事
態
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
社
か
ら
は
中
国
生
乳

販
連
を
は
じ
め
関
係
団
体
に
そ
の
支
援
を
求

め
る
べ
く
「
生
乳
の
集
乳
業
務
に
関
す
る
業

務
継
続
安
定
金
の
差
し
入
れ
要
請
」等
が
行

わ
れ
、
広
酪
で
は
中
国
生
乳
販
連
等
の
支
援

状
況
を
鑑
み
対
応
す
る
こ
と
と
し
「
集
乳
業

務
の
継
続
安
定
に
係
る
覚
書
」を
同
社
と
の

間
に
締
結
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

協
議
四　

平
成
二
十
六
年
度
組
織

活
性
化
活
動
助
成
金
の
地
域
配
分
額

▼
広
酪
は
各
地
域
内
の
組
合
員
が
任
意
に
組

織
す
る
酪
農
グ
ル
ー
プ
が
行
う
研
修
会
な
ど

の
活
動
を
支
援
し
、
組
合
員
の
酪
農
技
術
と

経
営
レ
ベ
ル
の
向
上
等
を
支
援
す
る
た
め
に

平
成
二
十
六
年
度
で
は
三
百
万
円
を
予
算
化

し
た
。
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（
注
）
算
定
の
基
礎
数
値
と
な
る
戸
数

は
、
平
成
二
十
六
年
五
月
の
生
乳
出
荷
戸
数

百
四
十
八
戸
。
ま
た
、
購
買
事
業
利
用
係
数

の
算
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
と
五
月
の

生
乳
出
荷
組
合
員
百
四
十
八
戸
に
か
か
る
購

買
品
供
給
高（
市
乳
商
品
供
給
高
を
含
む
）を

生
乳
出
荷
乳
量（
四
月
と
五
月
）で
除
し
た
値

（
係
数
）を
も
っ
て
試
算
。

　

配
分
算
定
の
割
合
は
①
生
乳
出
荷
組
合

員
戸
数
に
よ
る
固
定
配
分（
五
十
％
）、
②

購
買
事
業
利
用
係
数
に
よ
る
配
分
額
の
割

合（
二
十
五
％
）、
③
生
乳
出
荷
量
係
数
に

よ
る
配
分
額
に
応
じ
る
配
分
額
の
割
合

（
二
十
五
％
）。

■平成26年度
地域別活性化活動助成金配分額

地　域 配分額

備　北 1,011,393 円

南　部 228,518 円

西　部 818,622 円

東　部 941,467 円

合　計 3,000,000 円

▼
こ
の
地
域
配
分
に
つ
い
て
県
内
四
地
域
で

の
配
分
額
を
決
定
し
、
各
地
域
内
で
の
配
分

協
議
は
八
月
二
十
九
日（
金
）午
後
一
時
三
十

分
か
ら
開
催
す
る
「
酪
農
任
意
組
織
団
体
地

域
代
表
者
会
議
」で
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

併
せ
て
今
年
度
も
活
性
化
推
進
委
員
の
委
嘱

は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

協
議
五　

組
合
発
足
二
十
周
年

記
念
行
事
の
開
催

▼
広
酪
は
平
成
六
年
四
月
一
日
の
発
足
か
ら

二
十
周
年
を
迎
え
、
そ
の
節
目
と
し
て
、
予

算
額
二
百
万
円
を
も
っ
て
、
記
念
行
事
の
開

催
及
び
記
念
誌
発
刊
を
決
定
し
た
。

▼
こ
の
二
十
年
を
回
顧
す
る
中
で
、
平
成

二
十
年
度
で
は
「
平
成
の
酪
農
大
恐
慌（
飼

料
価
格
等
の
異
常
な
ま
で
の
連
続
的
な
高

騰
）」と
も
呼
ば
れ
た
苦
境
を
経
験
し
、
こ
の

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
て
、
大
き
な
資
金
を
必

要
と
す
る
３
Ｍ
事
業
や
酪
農
経
営
ふ
ん
ば
り

資
金
等
を
新
設
し
、
組
合
員
か
ら
の
負
託
に

応
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

▼
こ
れ
に
は
①
合
併
時
に
併
せ
て
継
承
さ
れ

た
「
特
別
積
立
金
」、
②
以
後
に
お
け
る
剰

余
金
処
分
案
に
お
け
る
「
利
益
準
備
金
」へ

の
積
立
な
ど
の
実
行
判
断
に
よ
っ
て
、
自
己

資
本
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
お
陰
で
あ
り
、

組
合
員
を
は
じ
め
歴
代
の
役
職
員
、
経
営
指

導
関
係
者
に
よ
る
英
断
が
支
え
と
な
っ
て
、

今
日
の
広
酪
が
あ
る
と
の
感
謝
の
意
を
込
め

て
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
詳
細
は
以
後
の

理
事
会
等
で
決
定
す
る
。
開
催
予
定
時
期
は

平
成
二
十
六
年
十
一
月
下
旬
を
予
定
。

協
議
六　

３
Ｍ
事
業
26
の

事
業
着
手
と
資
金
借
入

▼
第
七
次
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
六
年
度
の
生
乳
需
要
期
対
応
酪
農
経
営

向
上
対
策
事
業（
３
Ｍ
事
業
）を
左
記
の
と
お

り
着
手
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

1.頭数規模 200 頭（1期分 118 頭・2期分 82 頭）

2.予算規模 総額 1億円~1億 2千万円

3.導入の時期
平成 26 年 9 月~平成 27 年 3 月の期間と
する。（分娩時期は導入から概ね 3ヶ月以
内とする）

4.希望調査と参
加申込書の提出

・�事前希望調査は平成 26 年 7 月下旬に実
施。事前希望調査結果:29 戸から 118 頭
の希望を確認
・�事業参加申込書の提出による頭数を決定
する。

5.過不足の対応 
・�予算規模を上回る場合は、予算増枠を含
めその対応を別途協議する。
・�2 次募集（2期分）を行う。

6.取得調達方法 原則として組合の役職員による現地購買により行う。

7.重点指導・経
営支援組合員へ
の対応

過年度の経営改善計画に基づく、導入牛の
確保は優先課題であり、実施要領第 8 条
の事業参加頭数の上限を超える場合は、特
別枠として理事会で審議しその判断を決
定する。

8.頭数枠を超え
る申請組合員へ
の対応

実施要領第 8条の事業参加頭数の上限を
超える申込があった場合は、特別枠として
理事会で審議しその判断を決定する。

▼
な
お
、
導
入
開
始
時
期
は
初
妊
牛
の
市
場

上
場
頭
数
が
増
加
し
、
か
つ
、
市
場
相
場
が

比
較
的
安
価
で
求
め
や
す
い
時
期
と
な
る
九

月
か
ら
実
施
す
る
。

▼
申
請
に
伴
う
特
別
枠
の
取
り
扱
い
は
、
以

後
の
理
事
会
で
審
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
．
３
Ｍ
事
業
26
の
着
手
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よ
り

二
．
事
業
資
金
の
借
入　

▼
事
業
資
金
の
借
入
に
関
し
て
は
、
第
一
期

（
前
半
）・
第
二
期（
後
半
）に
分
け
て
行
い
、

第
一
期
分
の
借
入
内
容
を
決
定
し
た
。

　
①
事
業
資
金
借
入
の
大
枠

一　

事
業
資
金
の
使
途

　
　

乳
用
初
妊
牛
導
入

二　

事
業
規
模

　
　

百
十
八
頭
を
限
度

三　

事
業
費
総
額

　
　

七
千
八
十
万
円
を
限
度

　
　
（
単
価
六
十
万
円
／
頭
×
百
十
八
頭
）

四　

事
業
実
施
期
間

　
　

�

平
成
二
十
六
年
九
月
中
旬
か
ら
平

成
二
十
七
年
三
月
末
日
迄（
見
込
）

　
②
事
業
資
金
の
借
入
先
と
担
保
提
供

一　

借
入
先

　
　

�

広
島
県
信
連
を
借
入
窓
口
と
し
て

広
島
県
の
農
業
近
代
化
資
金
の
制

度
資
金
を
借
り
入
れ
す
る
。
事
業

費
総
額
の
八
割
は
広
島
県
の
農
業

近
代
化
三
号
資
金（
家
畜
購
入
育

成
資
金
）、
残
る
二
割
は
広
島
県

信
連
の
一
般
資
金（
プ
ロ
パ
ー
資

金
）で
資
金
調
達
す
る
。

二　

資
金
借
入
の
内
訳

　
　

農
業
近
代
化
資
金
借
入

　
　

�

五
千
六
百
六
十
四
万
円
限
度（
事

業
費
の
八
割
）

　
　

一
般
資
金
借
入

　
　

�

千
四
百
十
六
万
円
限
度（
事
業
費

の
二
割
）

三　

借
入
予
定
利
息

　
　

①
農
業
近
代
化
資
金
借
入

　
　
　

〇
・
九
％
／
年

　
　

②
一
般
資
金
借
入

　
　
　

〇
・
五
三
％
／
年

四　

借
入
期
間　

四
年

五　

担
保
提
供

　
　

�

①
農
業
近
代
化
資
金
借
入

　
　

�

広
島
県
農
業
信
用
基
金
協
会
に
よ

る
保
証
に
伴
う
代
表
理
事
に
よ
る

個
人
保
証

　
　

②
一
般
資
金
借
入

　
　

�
定
期
預
金
担
保
差
入
、
代
表
理
事

の
個
人
保
証

六　

債
務
保
証
料

　
　

農
業
近
代
化
資
金
借
入

　
　

�

借
入
額
の
九
十
％

　
　

保
証
料
率
〇
・
六
五
％
／
年

　
　

保
証
料
は
一
括
前
払
い

協
議
七　

リ
ー
ス
事
業
に
か
か
る

理
事
と
組
合
間
の
利
益
相
反
取
引

▼
理
事
一
名
か
ら
畜
産
収
益
力
向
上
緊
急
支

援
リ
ー
ス
事
業（
一
／
三
補
助
あ
り
）の
申
請

を
受
付
け
た
。
こ
れ
は
理
事
会
運
営
規
則
第

七
条
一
項
の
別
表（
役
員
に
関
す
る
事
項
）に

掲
げ
る「
理
事
と
組
合
間
の
利
益
相
反
取
引
」

の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
承
認

を
決
定
し
た
。

協
議
八　

M
I
L
K
●
J
A
P
A
N　

in

　
　

ひ
ろ
し
ま
2
0
1
4
の
企
画
運
営
と

実
行
委
員
会
の
運
営
要
領
の
新
設

▼（
一
社
）
中
央
酪
農
会
議
が
実
施
す
る

「
平
成
二
十
六
年
度
牛
乳
定
着
化
事
業

（
M
I
L
K
●
J
A
P
A
N
）」に
お
け
る「
地

域
活
動
事
業
」と
し
て
、
指
定
団
体
で
あ
る

中
国
生
乳
販
連
よ
り
、
二
百
万
円
を
上
限
に

広
島
県
内
で
の
消
費
者
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
委
託
を
受
け
た
。

▼
広
酪
で
は
広
島
県
牛
乳
普
及
協
会
等
と
連

携
し
、
消
費
者
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
M
I
L
K

●
J
A
P
A
N 

in 

ひ
ろ
し
ま
2
0
1
4
」

を
企
画
し
、
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

▼
企
画
運
営
に
あ
た
っ
て
「
M
I
L
K
●

J
A
P
A
N 

in 

ひ
ろ
し
ま
実
行
委
員
会
」

運
営
要
領
を
八
月
一
日
付
で
新
設
し
、
そ

の
取
組
内
容
は
実
行
委
員
会
で
協
議
し
決

定
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
平

成
二
十
六
年
八
月
二
十
五
日（
月
）
に
「
第

一
回
M
I
L
K
●
J
A
P
A
N 

in 

ひ
ろ
し

ま
2
0
1
4
・
五
感
で
満
喫　

酪
農
体
験
一

D
A
Y
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
」を
開
催
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定
日
は
平
成
二
十
六
年
十

月
十
九
日（
日
）。（
関
連
記
事
は
二
十
五
頁
）

協
議
九　

三
次
市
善
行
表
彰

候
補
者
の
団
体
推
薦

　
▼
三
次
市
で
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
で

十
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
こ
の
十

年
間
で
主
に
三
次
市
内
で
善
行
活
動
を
さ
れ

た
方
に
対
し
て
、感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、

三
次
市
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

▼
こ
の
件
に
関
し
て
三
次
市
か
ら
団
体
推
薦

の
案
内
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
広
酪
で

は
三
次
市
三
和
町
在
住
の
山
本　

武
氏（
前

代
表
理
事
組
合
長
）を
候
補
者
と
し
て
、
団

体
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

■
報
告
事
項

一　

�

子
会
社
「
山
陽
乳
業
㈱
」の
経
営
状

況

二　

�

平
成
二
十
六
年
度
生
乳
生
産
の
進

捗
状
況

三　

リ
ー
ス
事
務
の
取
次

四　

�

組
合
員
等
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
等
指

摘
と
対
応

五　

�

定
款
及
び
定
款
附
属
書
役
員
選
任

規
程
の
一
部
変
更
に
伴
う
認
可
通

知

六　

�

み
わ
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
視
察
受

入
状
況

七　

職
員
に
対
す
る
賞
与
の
支
給
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